
国土地理院コンプライアンス・アドバイザリー委員会議事概要 
 

１．日 時  令和４年３月１５日（火） 

２．場 所  国土地理院 大会議室 

３．委 員  委員長   出口 正義  筑波大学名誉教授 

委員長代理 松沼 和弘  弁護士 

委員    平沢 照雄  筑波大学人文学系教授 

４．議事概要 

（１）審議事項 

① 令和３年度国土地理院コンプライアンス報告書（案）について 

② 令和４年度国土地理院コンプライアンス推進計画（案）について 

③  発注者綱紀保持マニュアル（改定案）について 

 

（２）委員からの主な意見 

意 見 ・ 質 問 回  答 

 

①令和３年度国土地理院コンプライアンス

報告書（案）について 

 

・地方測量部の発注資料の確認はどのよう

に行われているのか。 

 

 

 

・パワハラ・セクハラの相談窓口や相談員

はどのように配置され、具体的に相談はあ

ったのか。相談がないからと言って絶対に

実績がないとは言えない。そういった視点

も必要。窓口をおくだけでなく相談後のフ

ォローが大切である。 

 

・コンプライアンスに関する講習等の取組

について、新型コロナウイルスの感染が終

息した後も講義等は基本 WEB で、コミュニ

ケーションを取らなければいけないものは

対面とした方が職員の負担が軽減されるも

のと思われる。 

 

・コンプライアンスの取組が多岐にわたり

積極的に行われている。本来業務に支障が

ないか一度総括してみてはいかがか。 

 

 

 

 

 

・地方測量部で行っている総合評価落札方

式の発注資料についても、本院で確認作業

を行っている。 

 

 

・相談窓口は人事課、相談員は全国、各部

署に配置し、どの相談員に相談しても良い

体制となっている。相談の実績はなかった。 

 

 

 

 

・今後も検討していく。 

 

 

 

 

 

 



意 見 ・ 質 問 回  答 

 

②令和４年度国土地理院コンプライアンス

推進計画（案）について 

 

・特になし 

 

 

 

 

 

 

③発注者綱紀保持マニュアル（改定案）に

ついて 

 

・北海道開発局及び九州地方整備局の不正

行為事案を受けて、入札参加事業者名のマ

スキングの徹底と意図的な契約の分割を禁

止するための改定だが、国土地理院の現状

はどうなっているのか。 

 

 

 

 

・発注業務の不祥事は組織の信用にかかわ

る。職員の意識向上のため、引き続き事例

を用いた学習に取り組み、一方、ガバナン

スとして同じ者に長期間契約事務を担当さ

せないなどの予防措置を行い、今後も、発

注者綱紀保持に努められたい。 

 

 

 

 

 

・国土地理院では、契約課で入札参加事業

者名のマスキングを実施した後、評価担当

部署へ渡しているので、評価担当部署にお

いて入札参加者を特定することはできな

い。また、地方測量部、支所で行われる契

約は、少額であり分割できない。本院にお

いては、意図的に契約を分割できないよう

契約課において確認を行っている。 

 


